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開発魚種及びスケトウダラ筋肉のミオシン軽鎖の電気泳動図の比較*
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スケ トウダラ (以Tスケ トウと略す)冷故すり身 スケトウ冷淡すり身生産のこのような雌しい現状

は.水産ねり製品の製造上欠くことのできない塩要 に対処するため,現在わが国では新 しいすり身原料

な原料 となっている.昨年 (1988年)わが国が生産 魚の開発が急がれている.これらの原料魚はスケト

したスケ トウの洋上 ･陸上両冷凍すり身は合わせて ウ同様に冷凍す り身として搬入 されよう.この場

7約3

凝規制は年々厳 しさを増 しており,来年以降は米国

とのジョイント･ベンチャーで製造されるスケトウ

すり身は皆無になるものと予想されているl).この

ような状勢の中で,わが国によるスケトウ冷嫌すり

身の生産 は今後大幅に減少するもの と考 えられ

るH.ちなみに来年の生産高は28万 トンと見込まれ

万 トンであった-).しかし米国領#馴こおける弧 令,冷凍すり身の原料魚が規制対象魚のスケ トウと

は異なることを示す必要が生じることも考えられる.

すでに関21は魚種の鑑別に魚肉 ミオシン軽鎖の昭
気泳軌凶の比較が有効であることを示している.そ

こで本研究では,r判発魚の冷凍すり身(または原魚)

から調製したミオシン軽鎖の'TC気泳動図をスケトウ

のそれと比較することによって,冷凍すり身の原料
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顔.とスケ トウとの鑑別がHI能かを検討 した.

実験材料及び方法
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冷淡血を川いた.JJTイ ''請洲近川捺邸タンパク田キッ

トはフアル マシア祉製を,また他の試典はキシダ化 
A B C D E 
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/d
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(J Tgl Ml･L asは株式会社極洋から挺供されたC

社製の特級あるいは生化学川成典を川いた.
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パク質は常盤31の,ミオシンは[':-. Iら一)の,ミオシンJ;-

･:-.nly llghL 
軽釦はr淵ら5の,7クチンはrXら6の,また トロポミ1 -l -

オシンは側ら7IのjJ一法により調製した.

旬気泳動用タンパク質試料液の調製 10mt容 H
O/a･nl,lrc a S15

2ノj )3前後に戚められる残 ( 本のバンドが ミ

nlleud

l)鑑f｣試験管にタン′でク田柄織目)n ,0.5M トリス lt_･i分-( l

オシン軽紙を示すものと考えられる.このような韓塩慨綾衝鞍 
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メルカプ トエタノー /レ0.1mlを入れ,外股水｢ 

(p 1.g,及び 2-

で 3

,2ml ),SISO

釣の泳動バターンは従来の報告と一致するものであ

Itる.なお,分千号27j8.分間加熱した.冷却後尿瀬4 gを加 え,述鮒水で

lt.)mlとし試料敵とした.10

付近の肪脱線雑タンパク質と

してはトロポニン1枚び トロポニンCがあるが,こ全Lは 

il

i,

SDS-ポ リアクリルアミドゲル電気泳動 (SDS- れらは転鎖調製過程で除かれSJ, もし蛭耕標品L

AGE) 少!況在 LJlI)

に

::としてもその牡色は綿 く微弱で,軽鎖TlfFア トー㈱の ミニスラブftt気泳動装IttをJ

1の方法によった.泳動後のタンパク

質の染色にはコマシーブリリアントブルーRをmい 

い,L LL(の同淀を乱すものではないと..われる.以 t二から,i8aemnll

われわれの調処 したミオシン軽節憤r 

はないが,これを川いても軽鎖は同定できると考え,

'"I.は刑製楓 ,でLL

:.I.

与['以下このような撚.-を用いて実収を行った.なお,

結果及び考察 筋原線維の泳動 rnJは多 くのバンドが認められるj

まず,スケトウ筋肉から調製 したミオシン軽鍋原 が, ミオシン軽鎖はめく敗色されており筋原線継を

晶について SDS l'AGEを行ない,経机を同定した. 川いてもその識別は不可能ではない.

同定の一助 として分子血洲定川筋句巨タンパクJiff,調 すでに述べたように,rJH発爪は冷祉すり身として

ll.教アクチン軌 1及び調製 トロポニン概き品をも岡崎に 搬入されると.L郎っJlる.この似合,原料魚の玲嫌す

気泳助凶 に彩郡をLg.SDS PAGEで瓜の幣i 
CI,LC2及

!1

t;

り身への加1工が ミオシン軽釣のT 

及ぼすかどうかを確かめてI く必繋がある.このこ

I)f旺気泳動 させた Fi.( g

.都によらず 3本 (L

'･E,

I占-,

ilt .i･Ib

肉のミオシン轍鎖は仲 

び LC,) のバンドをホすことが報LL 

のバンドからすると,移動度の 

も小さい分子 j約 :A に批在

[王

2JAJとに関してすでにr は,スケトウ肉及びスケ トウ

冷淡すり身から朋型さしたアクトミオシンのT気泳軌 

lrJJ'

されているが2㌧

Iと本筋品には 4本のバンドが認められた.分-T''及び

トロポミオシン標 l対は倍似していることを報告している.そこで,孤

lH

7]

ノブのバンドは標, 

する トロポミオシンのバンドとF辻できる.従って 

LLj,.脱線雑及び棒針標I 

((,.

についてこのことを検討した, 

Fi. 及び冷淡すり身から筋腕組gZはスケトウ冷淡.
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笹 とj.われる.以 Lのように,供試した開発爪 

冷淡すり身)とスケトウ (の冷淡すり身)とはミオ

LZ
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jJJシン軽軌の SDSIPAGE図を比較することで藍) は

可能である.なお,スケ トウの,特に LCZの移動度

は実験によっては少し輿なるようであった.従って
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泳肋図の比較を行なうときには,その都IgスケトウT
T

記.
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次に近軸で軌雄された教範の敵地軒について Il

AGEを行なった.なお,板紙

試料を同時に泳 させることが必労と,現われる.動
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開発魚と同様に SDS-(

.. IT;好け は本調戦法でミオシン軽鎖をF ることが難 しか

ったので, ミオシン (和製はしていない)を調製し,

その SDS-PAGE図をスケ ト,I/のそれ と比較 した 

･-... - 一････和L LCl-
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三 LL …Cc

茄2オシンなどが混在していたが,分子 前後には

スケ トウで トロポニン Jと恕われるバンドが認め

までの実験結果から, ミオシン軽針の識別は可能とA B C D E 
られたほかは泡在タンパクJffのバンドは無 く,これ

考えた.版艶軒ではミオシン軽釣をホすと窄えられ

二.隻 等 
(Fig.4).この ミオシン標品にはアクチン,トロポミ
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15% 

1 CCOllCe､h IS)ly l山川de W F
た.分子派27

.

LC2であり.スケ トクのものと大差なかった.さて, 

)((JitilLrH ll(fl' ｢)(:とl
J-付近に認められる 1本のバンドは 

推及 び ミオ シン軽鎖 を調,1B L,それ らの SDS 

AGE区lを比較したものである.筋節線緋及びミオl>

fL.P めにも述べたが,魚郵普通肉の ミオシン軽鱗は 

SDSPAGEで 3本のバンドを示すと貰われ,今回

IJHのF発伽 こついての結果もそうであった.このT

からすると,板地類の LC.は分子 

シン軽鎖排砧のいずれの†u gも,冷淡爪と冷気泳軌 r】 j一尖

iii2万 5-6T･付(.淡すり身とで全 く相過しなかった.この結架は,Ii

櫛の鑑別材料には冷凍魚あるいは冷淡すり身のいず 近に存在する12本のバンドの内のいずれかと考えら

れをも供試できることをホしている, れる.いずれにしても供試した板地坪の LC.の分7l 

iL
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tはスケ トウのそれとほとんど相過 しなかった.な 

7,分十Il請2万 5-6千付近の 2本のバンドは枚飽

以上の結双に韮づいて,スケトウと各機関発爪の

"I

ミオシン鹿鎖の S

に示した.ように開発地のミオシン燈釦軌r.には,ス

L)SPAGE図を比較 した.Fig 3

類に共過 して認められたが,これが板鯉帝持ちの軽

ケトウのそれと奨な r),分子 Il上34.ノi以 卜の各種タン 耕組成を示すのかについては今後刑魁 ミオシン軽鎖

LluTl'標lJをmいて解uJけ る必歩があると,iわれる.パク質バンドが認められた.しかし,これらは軽鎖

i;と比較 して洋右分子･lを示すことから, ミオシン軽鎖

の識別を邪魔するものではない.スケ トウと比較し

上記各細魚薪の普通筋で待られたミオシン軽釣の 

SDSPAGE図を一括 して模式的に示せば Fig.5の

て,榊発魚の LClはいずれも分子i花が大 きく,また とおりである.スケ トウと各魚柾の泳肋 E礼 特に 

TIiナリーマアジを除いて LC3の分+j:

テリーマアジでは LC,と LC,の分子 

LC3の移動度には明らかな和超が認められる.従っ

･7

JyU.ll-

は小さかった.

!が近似 して て,このようなT気泳dパターンを比較することに

いたが,同様の傾向はマアジでも.. 未発袈), よI),スケ トウと他の魚威,ひいて挿冷淡すり身のA)められ (

原料魚椀をスケトウと識別することが7帳である.また落命及び柄本91もこれを認めている.近練離間

3(の軽鎖泳軌JTの比較は迫伝写的榔所jから興[妹ある課
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